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日本発生生物学会への 火退会，住所・ 所属変更，会費納入，および 出版物 ( インフオメー 

， ンョン ・サーキュラ 一など ) の郵送については ，上記の日本学会事務センタ 一に書面でお 問 

い合わせ下さい。 なお DGD につきましては 直接，ブラックウェルサイエンス 社にお願いい 

たします (Fax:+  6l-39349-30l6)0 

サーキュラ ー への投稿募集   
日本発生生物学会サーキュラ ーは 会員の皆様の 情報誌として ヰ 3 回発刊されます。 

学会に対する 提言，研究雑感，実験手法，学会見聞記。 関連学会案内，書評等どの 

ような内容でも 結構ですので ，是非事務局にお 寄せ下さい。 



  

O 人色 
コンパクトそして 多機能 

一点の妥協も 広く 
あ なたが評価するのは 柔軟な対応 

力ですか ? それとも最高のテクノ 

ロジ一でしょうか ? 

は M5l0 は、 その全てを備えてい 

ます。 

革新的な最高の 技術、 極めて扱い 

やすいソフトウェアがもたらす 抜 

群の操作性、 コンパクトで 交換容 

易なスキャニンバモジュールなど。 

徹底した妥協を 許さない物作りの 

精神が、 ここにあ りま す 。 

斬新なスキヤニンク   手法 

極めてユニークなスキャニンバ 法 

を採用、 スキャニンバエリアの 設 

定も自由自在。 従って、 思いのま 

まの不定形のスキャンが 可能です。 

全ての 3D 表示、 各種測定法と 相ま 

って、 試料情報を余すところなく 

表現します。 

かつて、 顕微鏡に抱かれていた 様々 

な期待が、 今ここに実現します。 

新しい品質基準の 画像 
蛍光の 4c,h 、 同時取得、 各ピンホー 

ルはコンピュータコントロールさ 

れ、 2,048X2,048 ピクセルの高精 

細スキャン、 4Xl2bit の 高 分解能 

をはじめとして、 積算、 オーバワン 

フリンバ、 フォトンカウンティン グ 

など、 は M5l0 の諸機能は 、 全て研 

究者への奉仕にあ りま す 。 

  
ドイツ、 ツァイスバルーフ 

カールツァイス 株式会社顕微鏡部 
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003-3355-0332@ Fax ・ 03-3358-7554 

大阪 宕 06-282-4322 名古屋 呑 052-777-l4ll 
福岡も 092-7l3-782l 仙台 宕 022-224-562l 

  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



公開シンポジウム「発生が 刻む 時 : 細胞から進化まで   

日時 : 1 9 9 9 年 5 月 2 8 日、 午前 1 0 : 0 0 より午後 4 : 3 0 まで 

会場 : 東灘区民センターラは ら ホール (J R 住吉 駅 に隣接 ) 

主催     日本発生生物学会、 共催 : 甲南大学、 協力 : 財団法人ひょうご 科学技術協会 

午前 : 1 0 : 0 0 一 1 1 : 5 0 

・近藤 滋 ( 徳島大学 ) : 魚の体表紋様の 形成機構 

  内匠 透 ( 神戸大学 ) : 生物時計の分子機構 

  増井横矢 ( トロント大学 ) : カエルの初期発生での 細胞分裂と発生過程の 時間調節 

後 :  1  3  :  0  0  一 1  4  :  4  0 

  山田俊哉 ( メルボルン大学 )  :Making  the  di ℡ rence ㎡ th  t ㎞ e:Molecular  controIofceIl 

typediverslty  in  theneuraItube   

  OlivierPourquie ( マルセイユ発生生物学研究所 ) :Amolecularclocklinkedtovenebrate 

segmentation. 

休憩 : 1 4 : 4 0 一 1 5 : 1 0 

午後 :  1  5  :  1  0  一 1  6  :  3  0 

  林 茂生 ( 国立遺伝学研究所 )  :Pa は erning  mechanismS0fthe  Drosophila  limb  and  their 

impIicationforappendageevolution   

  Simon  Conway  M0 ㎡ s  ( ケンブリッジ 大学 )  :The  Cambrian  eXplosion:Can  we  reconcile 

fossils andmolecules? 

  

脳死臓器移植・ 非核港湾宣言など 最近話題の多い 高知より 
「日本発生生物学会第 33 回大会」 (2000 年開催予定 ) のご 案 
内を申し上げます。 

1. 大会会期 平成 1 2 年 5 月 2 5 日 ( 木曜日 ) 一 5 月 2 7 日 ( 土曜日 ) 

2. 大会会場 高知県民文化ホール ( 主 会場 ) 

3. 大会準備委員長 川村 和夫 ( 高知大学理学部生物学教室 ) 

4. 講演の形態 シンポジウム と ポスタ一発表 

一 1 一 



、 ン ンポジウムは 1 会場で実施し、 3 日間で 5 一 7 テーマを消化する 予定です．各テ 

ーマは原則として、 招待講演と一般公募講演 よ り構成します．ポスタ 一発表の会場は 

主会場の周辺に 複数準備します．参加者の 皆様には移動などで 御不自由をおかけする 

かもしれませんが、 気持ち良くご 討論いただける よう にできる限りの 工夫をします   

5. 今後の予定 

6 月、 テーマの叩き 台をホームページで 公開に，意見ご 要望ウェルカム )   

1 0 月、 各テーマを最終決定． 

各テーマの責任者を 決定   2 1 月、 高知大会のご 案内 ( インフオメーションサーキ ユラ 一 ) 
参加申込の受付開始   

  

1999 年度 日本発生生物学会運営委員会 議事録 

日 時 : 1 9 9 9 年 1 月 3 0 日 ( 土 ) 1 3 : 0 0 一 1 6 : 3 0 

場 所     東京都立大学 理学部 棟 大会議室 

出席者     竹市 雅俊 ( 会長 ) 

町形 清和、 浅 島 誠 、 井出 宏之、 上野 直人、 岡野 末 之 、 笹井 芳樹、 

高橋 淑子、 中江 愚夫、 仲村 巷 和 、 仲村 巷 和 、 西田 宏 記 、 藤澤 肇 、 

足 元紀、 八杉 貞雄 ( 運営委員 ) 

嶋田 拓 (DGD 編集主幹 ) 

固 まりな、 川村 和夫 ( 第 3 2 、 3 3 回大会準備委員長 ) 

西 鶴 秀俊、 福田 公子 ( 事務局 ) 

会長挨拶に引き 続き、 報告、 審議に入った。 

報告事項 

①事務局報告 ( 八杉幹事長 ) 

会員数Ⅰ 9 9 8 年 1 2 月 3 1 日現在 ) 

国内 正会員 1 0 3 3 名 

学生会員 2 8 0 名 
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② DGM 編集委員会報告 ( 嶋田編集主幹 ) 

・ 1 9 9 8 年論文教 : 7 0 。 投稿 数 : 1 0 7 。 採択率     7 5%0 投稿数を増やし、 もう 

少し採択率を 下げた い 。 

  出版までの時間の 短縮をめざし、 印刷期間を短縮するようブラックウェル 社 と交渉す 

る 予定。 

  カラ一印刷費 : 1 ぺージ 目 8 万円 42 5, 2 0 0 円 。 2 ぺージ 目 以降 1 6, 0 0 0 円 

づ 8, 0 0 0 円。 

        英文 稿 閲の必要のあ る原稿は、 著者に戻し、 福間 後 採択する。 

  インパクトファクター : 1. 4 4 3 ( 毎年上昇している。 ) 

  毎号 2 報 ずつ レヴユー を載せたい。 

  DGD の電子化 ( オンライン化 ) に際して会員の 扱い る 交渉中。 

  DGD への投稿を国際学会などで 勧めて欲しい。 

・レ ダユー を書いて欲しい 人を紹介して 欲しい。 

③第 3 2 回日本発生生物学会大会のお 知らせ ( 団 大会準備委員長 ) 

  公開シンポジウム「発生の 刻む 時 : 細胞から進化まで」 

5 月 2 8 日 ( 金 ) 9 : 0 0 一 1 6 : 3 0 

  1 口目に総会、 懇親会を行なうので 注意して欲しい。 

・今回は学会事務センタ 一関西に業務を 委託し、 負担を軽くしている。 

・・今回は今まで 通りの印刷した 紙による申込とホームページによる 申込を併用している。 

  
④第 3 3 回日本発生生物学会大会のお 知らせ ( 川村大会準備委員長 ) 

，会期 : 2 0 0 0 年 5 月 2 5 日 ( 木 ) 一 2 7 日 ( 土 ) 

・会場 : 高知県立県民文化ホール・バリーンホール ( 大会総会・ 、 ン ンポジウム ) 

NTT プラザ ト 披講演 ) 

グリーン会館 ( 一般講演 ) 

  講演の形態 : 、 ン ンポジウム 5 一 7 テーマを重ねずに 行な う 。 演者は招待演者および 一 

般 公募演者。 

ポスター ポスタ一発表演者が 同一日の他の 発表も見ることができる よう 

に 工夫したい。 

一 3 一 



  大会準備委員会     高知大学理学部物質科学科内 

大会準備委員長 川 @ 和夫 

、 ン ンポジウム企画 藤原 滋 

協力 : 高知医科大学生物学教室 富永 明 先生 

徳島大学工学部生物工学科 野地澄晴先生 ( 依頼 中 ) 

愛媛大学理学部生物学教室 小南哲也先生 

  6 月ごろホームページで 大会素案を提案 

ル 

学会員との意見交換 

f 

1 0 月末にシンポジウムテーマ 決定 ( 座長決定 ) 

Ⅰ 

1 2 月サーキュラ 一にて大会案内 

⑤ ISDB 大会準備委員会報告 ( 竹市 準備委員長 ) 

  会期 : 2 0 0 M 年 7 月 8 日 一 1 2 日 

  会場 : 京都国際会議場 

  DGD 、 Development 、 Dev.Biol. 、 Mech.Dev. に第 1  回広告を出し、 そこにホームページア 

ドレスを載せる 予定 

⑥学術会議報告 ( 星 委員 ) 

  国家公務員 1 種 「生物」の採用者数が 増えた。 

  研究環境に関する 報告を近く答申する 予定。 

審議事項 

①会計報告 ( 西鶴 ) 

  1 9 9 8 年度決算案報告 

  1 9 9 9 年度予算案提案 

5 月の総会にかけることが 承認、 された。 

②ホームページ 委員会について 

学会としてホームページを 作成し、 ホームページ 委員会にその 管理を委嘱することが 提 

寒 され、 承認された。 ホームページ 委員会の規則を 会則に盛り込むことが 提案され、 5 月 

の総会にかけることが 承認された。 
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③会計監査委員の 選出について 

会計監査委員として、 東京都立大学大学院理学研究科 中藤 博志会員が提案され、 承認， 

された。 

④その他 

  細胞生物学会との 将来における 協力関係について 

細胞生物学会の 広川会長から 発生生物学会との 将来における 協力関係の提案があ ったこ 

とが伝えられ、 議論された。 

  

  

  ゲノムプロジェクトについて 

アメリカにおける 実験動物に対するシステマテイックなゲノムプロジェクトに 対し、 発 
  生生物学会としてはどのような 意見があ るかが議論された。 

第 2 回日本組織工学会開催案内 

第 2 回日本組織工学会が、 平成 1 ¥ 年 6 月 2 5 日 ( 金 ) 、 2 6 日 ( 土 ) に東京都立大学 

国際交流会館で 開催されます。 プロバラムは 以下の通りです。 

平成 1 1 年 6 月 2 5 日 ( 金 )     

11:10 一 12:10 一般講演 

13:00 一 15:00  シンポジウム (1) 「腸管の構築と 再構築」 ( オーガナイザー : 八杉貞雄 ) 

  ， (1) 八杉貞雄 ( 東京都立大学理学研究科 ) 「臓器再構築のモデルとしての 腸管」 

(2) 福田 公子 ( 東京都立大学理学研究科 ) 「消化器官形成の 遺伝子プロバラム」 

(3) 深町 博史 ( 東京大学大学院理学系研究科 ) 「消化管形成における 上皮   間充織相 

互作用と増殖因子の 役割」 

(4) 玉井 淑 貴 ，、 中島 玲子，、 石川 智夫，、 高久 和明 ，、 M.F.Seldin2 、 武藤 誠， 

(, 萬有製薬つくば 研究所、 2U.C.Davis 、 ，東京大学薬学部 ) 「 Cdx2 ノックアウトマウ 

スにおける過誤 踵 とその原因となる 腸管の発生異常について」 

(5) 清水 慶彦 ( 京都大学再生医科学研究所 ) 「コラーゲン 3 次元マトリックスを 用い 

た イヌ食道の再生」 

15:30 一 17:30  一般講演 

一 5 一 



17:30 一 19:00 懇親会 ( 国際交流会館レストラン ) 

平成 1 1 年 6 月 2 6 日 ( 土 )     

10:00 一 12:00  、 ン ンポジウム (2) 「細胞機能制御分子としての 細胞 外 マトリックスと て 

トリックス工学」 (A 会場 ) ( オーガナイザー : 畑 隆一郎 ) 

(1) 畑 隆一郎 ( 東京医科歯科大学難治疾患研究所 ) 「はじめに」 

(2) 深井 文雄 ( 東京理科大学薬学部 ) 「フィ プ ロネクチン分子内の 反接着活性部位 

とその機能」 

(3) 野水 基義 ( 北海道大学地球環境科学研究科 ) 「ラミニ ン の生物活性機能部位の 解 

明」 

(4) 平井 洋平 ( 住友電工バイオメディカル 研究部 ) 「 エピ モルフィンと 乳腺の形態形 

成 」 
  

(5) 関口 清俊 ( 大阪大学蛋白質研究所 ) 「フィ プ ロネクチン自己会合ドメインを 利用 

した マトリックス 工学」 

13:30 一 14:30  特別講演 : 「培養人工臓器に 対する社会的要請と 問題点」上田 実 ( 名吉 

屋大学医学部 ) 

15:00 一 18:00  、 ン ンポジ 9 々 (3) 「動物クローニンバ、 E5 細胞、 細胞臓器移植の 展望 

と 問題点」 ト般 公開シンポジウム ) ( オーガナイザー : 申述 愚夫 ) 

( 挨拶 ) 八杉 貞雄 ( 東京都立大学理学研究科 ) 

(1) 中江 愚夫 ( 京都大学再生医科学研究所 ) 「ヒト E5 細胞株の意義と 今後の展望」 

(2) 高橋 淳 ( 京都大学医学研究科 ) 「神経系幹細胞を 利用した中枢神経系機能の 再生」 

(3) 角田 幸雄 ( 近畿大農学部 ) 「核移植に よ る動物クローニンバ」 

(4) 浅 昌 誠 ( 東京大学総合文化研究科 ) 「未分化細胞からの 組織および臓器の 構築」 

(5) 米本 昌平 ( 三菱化学生命科学研究所 ) 「倫理的問題をどう 考えるか」 
  

参加一般講演の 募集はすでに 締め切りました。 参加希望者は、 参加費 ( 会員、 3,000 

円 ; 非会員、 5,000 円 ) を下記の郵便振り 替え口座に振り 込んで下さい。 その際、 所属、 

氏名を明記して 下さい。 当日参加費はそれぞれ 4,000 円 、 6,000 円です。 懇親会費は 5,000 円 

の予定で、 当日受け付けます。 なおシンポジウム (3) は一般公開シンポジウムですので、 

参加費は無料です。 

連絡先 : 192-0397 東京都八王子市南大沢 1-1 、 東京都立大学大学院理学研究科生物科学専 

攻 、 第 2  回日本組織工学会準備委員会 ( 八杉貞雄 ) 。 

電 話 :0426-77-2572 、 フ アック ス :0426-77-2559 、 Email:yasugi-sadao ⑥ c.metro-u.ac.JPo 
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郵便振り替え : 00110-9-104750 ( 第 2 回日本組織工学会 ) 。 

学会事務局 : 464-8550 愛知県名古屋市昭和区 鶴舞町 65 、 名古屋大学医学部口腔覚科学講 

座、 日本組織工学会事務局。 

電話Ⅱ 52-744-2348 、 フ アック ス : 052-744-23520 

学会ホームページ ',http://www.med,nagoya-u.ac.JP 小 p/oral 乃 ， Ste/jndex.htmlo 

  

  

  

  

ム % 日本組織細胞化学会第 40 回記念学術集会 
一組織細胞化学の 基礎技術から 臨床まで 一 

会 長 井端 康彦 ( 京都府立医科大学第二解剖学教室教授 ) 

副会長 福居 顕二 ( 京都府立医科大学精神医学教室教授 ) 

会期 : 1 9 9 9 年 1 2 月 6 日 ( 月 ) 、 7 日 ( 火 ) 

会場 : 宝ケ 他 国立京都国際会館 

〒 606-0001 京都市左京区 宝ケ池 TEL:075-705-1234 FAX:075-705-1100 

特別講演 : 1. 神経伝達の分子機構 中西直忠、 先生 ( 京都大学 ) 

D. 癌 転移の分子機構 広橋 説雄 先生 ( 国立がんセンタ 一 ) 

、 ン ンポジウム : 神経の発達と 分化 

神経伝達物質の 受容体とシバナル 伝達 

生体リズムと 時計遺伝子の 発現および時計機構の 障害 
  

細胞間コミュニケーションにおける 組織細胞化学 

遺伝子診断 - 基礎から臨床まで - 

組織細胞化学の 臨床への応用 

み m 胞 生物学における 組織細胞化学 

アポト一シス 

癌 診断における 新しいマーカ 一 

組織細胞化学の 病理診断への 応用 ( 感染症、 シグナル増強を 含む ) 

器官同形成を 組織細胞化学はどこまで 追求できるか 

糖 鎖の組織細胞化学 

ワークショップ : イメージング ( コンフォーカルマイクロスコープを 含め ) 
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insituhybridization を中心として 

green  fnuorecentprotein  (GFP) の応用 

一般演題 : 演題申込締切は 1 9 9 9 年 9 月 1 5 日です ( 当日消印有効 ) 。 発表形式はすべ 

てホ調 ( ポスタ一 ) です。 参加・発表ご 希望の方は、 下記実行委員会まで 御連 

絡ください。 必要書類をご 送付致します。 

連絡先 : 日本組織化学会第 4 Q 国 記念学術集会実行委員会 

〒 602-8566 京都市上京区河原町 通 広小路梶井 町 465 

京都府立医科大学第 2 解剖学教室内 

TEL:075-251-5302  FAX:075-251-5304 

第 16 回井上学術賞、 井上研究奨励賞 受賞候補募集 

財団法人 井上科学振興財団 

第 16 回井上学術賞 

自然科学の基礎的研究で 特に顕著な業績をあ げた 5 (M 歳 未満の研究者に 対し、 学術賞 ( 賞 

状 および金メダル、 副賞 2 0 0 万円 ) を贈呈する。 

受賞件数 : 五件以内 

学会推薦が必要 

推薦締め切り 口 : 平成 1 1 年 8 月 2 0 日 ( 財団締切り 9 月 2 0 日 ) 

照会先 : ( 財 ) 井上科学振興財団 

〒 150-0033 東京都渋谷区猿楽町 1 1-2 0 

電話 0 3-3 4 7 7-2 7 3 8 

  

  

  

FAX  0 3-3 4 7 7-2 7 4 7 

第 16 回井上研究奨励賞 

平成 8 一 1 0 年度の過去 3 年間に、 理学・工学・ 医学・薬学・ 農学等の分野で 博士の学位 

を取得した 3 5 歳未満の研究者で、 自然科学の基礎的研究において 新しい領域を 開拓する 

可能性のあ る優れた博士論文を 提出した研究者に、 賞状および研究奨励金 5 0 万円を贈呈 
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する。 

受賞件数 : 3 0 件 

募集方法 : 博士論文を指導した 研究者の推薦に 基づき、 学位を授与した 大学の学長からの 

推薦 

募集締め切り 口 : 平成 1 1 年 9 月 2 0 日 

照会先 : ( 財 ) 井上科学振興財団 

〒 150-0033  東京都渋谷区猿楽町 1 1-2 0 

電話 0 3-3 4 7 7-2 7 3 8 

FAX  0 3-3 4 7 7-2 7 4 7 

  

  

  

公益信託 成茂 動物科学振興基金の 募集 
平成 1 ] 年 研究助成 

1. 助成の対象 : 基礎的な動物科学の 研究 

2. 助成の内容 : 上記研究に対し、 助成金を交付する。 

3. 助成金額 : 3 0 0 万円。 一件にっき 1 0 0 万円以下とする。 助成金は、 備品、 消耗品、 

謝礼、 国内旅費などのほか 国外旅費にも 使用することができる。 

4. 応募方法 : 所定の研究助成申請用紙に 必要事項を記入して、 下記事務局に 直接申し込 

む 。 

5. 応募締切り : 平成 1 1 年 7 月 1 9 日必着。 

b. 申請用紙は、 返信用封筒 (A4 版 ) を同封の上、 下記 宛 請求する。 

公益信託 成茂 動物科学振興基金事務局 

〒 100-8212 東京都千代田区丸の 内 1-4-5 

三菱信託銀行本店営業部 

公益信託推進室 担当 小林 
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日産学術研究助成に 関する審査結果 

日産科学振興財団ょり 第 2 5 回 ( 平成 1 0 年度 ) 日産学術研究助成に 発生生物学会からの 

推薦の内、 以下の方々の 採用の報告があ りました ( 敬称略 ) 。 

京都大学再生医学研究所教授 笹井 芳樹 

京都大学， 院 ・ 埋 ・瀬戸臨海実習所助手 和田 洋 

  

  

公益信託・園生物科学国際基金 
平成 12 年度助成先公募 

1. 助成の対象 : 生物科学 ( 発生生物学、 細胞生物学、 分子生物学等 ) の研究にたずさわ 

っている若手研究者を 対象とし、 申請時に原則として 3 7 歳以下とし、 国籍は問わない。 

2. 研究助成金 : 平成 1 2 年 4 月一平成 1 3 年 3 月出発のものを 対象とする。 総額 4 0 0 

万円 

①長期 (3 ケ 月程度 ) の国際共同研究のための 旅費と滞在費 (1 名当り 9 0 万円以下 )0 

②短期 (1 ケ 月程度 ) の国際共同研究のための 旅費と滞在費 (1 名当り 50 万円以下 )0 

③国際研究集会参加のための 旅費と滞在費 (1 名当り 5 0 万円以下 )0 

3. 応募方法 : 所定の用紙ならびに 応募要項の詳細は 当公益信託事務局にハガキで 請求の 

こと。 ( 注 、 長期、 短期、 国際集会の区別を 必ず明記のこと ) 。 
  

4. 申込締切目 : 平成 1 1 年 1 0 月 3 1 日 ( 必着 ) 。 

5. 選考の方法 : 当 公益信託運営委員会において 選考する。 

6. 採否の通知 : 平成 1 1 年 1 2 月に採否を通知する。 

7, 事務局 : 〒 103-8266  東京都中央区日本橋 3-1-8 

日本信託銀行株式会社本店営業第姉部営業第一バループ 

公益信託園生物科学国際基金 担当 :  浅川 さか 江 

TEL (0 3) 3 2 4 5-8 1 4 0 

FAX  (0 3)  3 2 4 5-8 3 3 9 

なお、 今回の助成をもちまして、 助成事業は終了の 予定です。 
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( 財 ) 加藤記念バイオ サ イェンス研究振興財団 
第 ] ] 回 加藤記念海外派遣助成募集 
海外の学会で 発表する若手研究者への 援助 

1. 助成対象者 : 平成 1 1 年 4 月 1 日から平成 1 2 年 3 月 3 1 日の期間に海外で 開催され 

る バイオ サ イェンス分野の 学会、 シンポジウム 等で研究発表を 行なう日本国内在住の 

研究者。 

2. 申込資格 : 応募締切 目に 3 5 歳以下の方 ( 医学系の大学卒業者は 3 7 歳以下の方 ) 。 

3. 助成内容 : 所要経費の一部を 援助する。 

4. 助成金額 : 総額 7 5 0 万円 

5. 援助件数 : 3 0 件程度 ( 前期 ; 2 0 件 程度、 後期 ; 1 0 件 程度 ) 
  

    応募方法     望財団所定の 申請要旨に必要事項を 記入の上、 当財団に直接申し 込む。 

    応募締切     前期 ; 4/1 一 9/3 0 に発表される 方は、 平成 1 M 年 5 月 3 1 日。 

後期 ; 1 Q/1 一 翌 3/3 1 に発表される 方は、 平成 1 1 年 8 月 3 1 日。 

    審査方法 : 当 財団の専攻委員に よ る審査の上、 評議員会議長および 理事長の承認を 得 

て決定。 

9. 申請書の請求先 : 下記あ て「はがき」または「ファクシミリ」にて 請求。 

連絡先 : ( 財 ) 加藤記念バイオサイエンス 研究振興財団 

住所     〒 194-8533 東京都町田市旭町 3-6-6 

電話     042-725-2576 

FAX      042-722-8614 

担当 : 松浦 智佳子 
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平成Ⅱ年度 
東レ科学技術賞および 東レ科学技術研究助成の 候補者募集 

財団法人 東レ科学振興会 

東レ科学技術賞 ( 概要 ) 

1. 候補対象 : 本学会に関する 分野で、 下記に相当するもの 

は ) 学術上の業績が 顕著なもの 

(2) 学術上重要な 発見をしたもの 

(3) 重要な発明をして、 その効果が大きいもの 

(4) 技術上重要な 問題を解決して、 技術の進歩に 大きく貢献したもの   

2. 科学技術賞 : 2 件前後。 ¥ 件につき、 賞状。 金メダルおよび 賞金 5 0 0 万円 

3. 候補者推薦件数 : 各学会から 2 名以内 

4. 締め切り口 : 平成 1 1 年 9 月 8 日 ( 財団締切り 1 0 月 8 日 ) 

東レ科学技術研究助成 

1. 候補対象 : 本学会に関する 分野で国内の 研究期間において 基礎的な研究に 従事し、 今 

後の研究の成果が 大きいと考えられる 独創的、 萌芽的研究活発に 行っている若手科学 

者 

2. 研究助成金 : 総額 1 億 3 千万円。 1 件 3 千万円程度まで 1 (W 件 程度。 

3. 候補者推薦件数 : 各学会から 2 名以内 

4. 締め切り口 : 平成 1 ¥ 年 9 月 8 日 ( 財団締切り 1 0 月 8 日 ) 

候補者推薦要領と 推薦 善 用紙は 6 月頃 学会事務局に 届く予定です。 
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